
100形

500形

昭和32年
(2両組成)
名古屋～栄開業

2両×6編成＝12両

昭和38年
(3両組成化)
東山公園延伸

1両×20編成＝20両

昭和35年

池下延伸

2両×14編成＝28両

20

昭和39年

2両×2編成＝4両

1両×2編成＝2両

昭和40～41年
(4両組成化)

700形前期
1両×9編成＝9両

700形後期

1両×11編成＝11両

1両×2編成＝2両

200形

600形 600形

昭和42年

星ヶ丘延伸

2両×3編成＝6両

300形

800形

2両×3編成＝6両

昭和44～46年
(5両組成化)
藤ヶ丘延伸

300形

2両×13編成＝26両

2両×13編成
1両×16編成＝42両

800形

16

20

2

700形後期

1両×22編成＝22両

昭和48年
(6両組成化)

700形後期

1両×22編成＝22両

1両×16編成＝16両

800形

昭和50年

300形

2両×3編成＝6両

800形

19

4両×3編成＝12両

昭和58～62年

250形

改造

平成2年 平成12年

平成11年

廃車

廃車9

廃車

廃車

昭和40，42年
(2両組成)

1000形

2両×11編成＝22両

昭和43年
(3両組成化)

1500形

1両×11編成＝11両

11

昭和46年
(4両組成化)

1600形

1両×11編成＝11両

1100形

2両×7編成＝14両

昭和48～49年
(5両組成化)

1600形

1両×5編成＝5両

1700形

1両×13編成＝13両

2両×7編成＝11両

7

1200形

1800形

2両×7編成＝14両

7

2両×7編成＝14両

1900形

1両×7編成＝7両

平成2年

平成12年

廃車

平成9年

平成6年

廃車

廃車

黄電の系譜黄電の系譜

(6両組成化)
編成組換

WideView21 まるはち交通

高速度鉄道1号線

東山線

高速度鉄道2,4号線

名城線名港線


